
※基準日は各年度の5月1日現在

※R5-R9年度は推計値

※「あるべき年代構成」とは、第４期中期目標・中期計画の評価指標として本学が設定した若手教員比率の中期的な目標

［推計の考え方］

　・在職教員年齢の年次進行について反映

　・定年退職及び自己都合退職の後任補充について、過去の実績に基づき平均値(若手教員を平均66％で採用)を算出し反映

　　(青点線は、定年退職及び自己都合退職の後任補充について、若手教員の採用比率を80％と仮定した場合の推計値)
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教員年齢構成の推移・推計（H24-R9）

若手（～39歳） 中堅（40～59歳） シニア（60～65歳） 若手（～39歳 ※採用者の80％が若手の場合）
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